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長泉町生活支援体制整備事業 新聞 

新年度がスタート！ 
新年度に入り２か月が経過しますが、長泉町の生活支援体制整備事業も６年目を迎

え、梅雨にも負けず精力的に活動されている今日この頃です。 

さて、５月に新型コロナウイルスの取扱いが「２類相当」から「５類」に移行さ

れ、人々の生活様式が一気に変わっていくことが想定されます。一方で、このコロナ

禍により「人と人のつながり」「地域のつながり」などの希薄化、「ひきこもり・閉じ

こもり」「身体機能の低下」などの深化が懸念されます。今年は、そうした新たな課題

にも目を向けて協議・検討・実施していきたと思います。 

 

第１層協議体 

第 1 層協議体は、「学識経験者」「福祉関係団体の代表者」「生活支援サービス事業者の代表者」「地

縁による団体の代表者」「介護サービス事業所の代表者」により構成され、第１回が６月７日に開かれ

ました。会議では、昨年の活動（主に社会資源ガイドブックの改訂）を振り返ったり、第２層協議体

の活動状況を共有したりしました。 

 その会議の中で多く話されたことは、「希薄化の進行」についてです。現在、この長泉町においても

他市町と同様に、住民の生活スタイルの多様化、個別化が進んでおり、さらにコロナ禍という状況も

相まって、人々が触れ合う機会(会話する、一緒に活動する等)が失われ、より一層に「希薄化」が進

んでしまったと感じている構成員がほとんどでした。 

 そうした希薄化の中に、第２層協議体が行う生活支援サービスは、その意義からも必要性を感じる

ものであることが話し合われました。次回の会議は、８月下旬に予定しており、「第１層協議体の意義

と役割」を改めて考える機会として開催を予定しております。 

新たな生活支援コーディネーターをご紹介 
町全体を担当 
(第１層生活支援コーディネーター) 
 

長泉町社会福祉協議会 
窪田 亮 
【一言】今年で２年目です。第１層 
と第２層の架け橋になれるよう、取 
り組んでいきます。 

北小学校区を担当 
(第２層生活支援コーディネーター) 

 

長泉町社会福祉協議会 

小野 秀則 
【一言】本年は北小学校区を担当 
します。新たな資源探しや連携の 

強化に力を入れたいと思います。 

長小学校区を担当 
(第２層生活支援コーディネーター) 

 

長泉町社会福祉協議会 

下田 麻美 
【一言】育休が明け、５月から長小 
学校区担当になりました。様々な方 
とのつながりを大切に頑張ります。 

南小学校区を担当 
(第２層生活支援コーディネーター) 
 

長泉町社会福祉協議会 

八木 貴子 
【一言】皆さまとともに地域の良い 
ところをみつけ共有していきたいです。 
よろしくお願いします。 
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北小学校区 第 2層協議体 
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生活支援サービスが

５月にスタート 

令和５年度の研修・勉強会のご案内 

【第１層協議体勉強会】日時:8/24(木)９:30～ 場所:役場 内容:第 1層 SC･協議体の役割 

【第２層協議体勉強会】①日時:6/29(木)13:30～ 場所:福祉会館 内容:移動支援･同行支援 

           ②日時:11～12月頃 場所:福祉会館等 

【新たな担い手養成講座】①(全 体)日時:9～10 月頃 場所福祉会館等 

           ②(各校区)適時実施 

【担い手ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ研修】①(全 体)日時:8～9 月頃、1～2月頃 場所福祉会館等 

           ②(各校区)適時実施 

長泉小学校区 第 2層協議体 

ながいずみ 
支えあいの会 

南小学校区 第 2層協議体 
 

AYUMU 

「ながいずみ支えあいの会」「ＡＹＵＭＵ」で行われている生活支援サー

ビスを「やまびこ」でも実施するため、準備を進めてきましたが、ついに、

令和５年５月１５日（月）から事業を開始しました。 

サービスを始めるにあたり、様々な方の御協力いただくことができ、コ

ーディネーター５名、サポーター１５名の体制を整えることができました。 

サービス開始して２～３週間ですが、既に１０件の問合せ、２名の方が

利用することとなり、順調な滑り出しとなりました。 

 
新たなサービス「同行支援」に

ついて検討中 
 

 
生活支援サービスを最初に開始した長泉小学校区では、着実に実績

を積み上げており、これまでに２０名の依頼を受け、４７８回の支援

を行ってきました。その多くはゴミ出しの依頼でしたが、問合せの中

には「病院や買い物に行くのが大変だから一緒に来れないか」との相

談も多々寄せられました。それを機に「病院や買い物に同行するサー

ビス」の必要性を感じたため、“チームつながり”で支援できるかどう

か、支援するならどのように行うか、検討を始めました。 

 高齢者を対象とした 

初心者スマホ教室を開催 

シルバー人材センターが主催したスマホ教室からのつながりで、薄

原上の公民館で高齢者を対象としたスマホ講座を実施しました。 

スマホ講座は、３月の毎週土曜日に２時間実施しました。講座は定

員を上回る問合せをいただき、毎回、盛況に行われました。このこと

により、スマホの使い方がわからず困っている高齢者が多くいること

が見えてきました。現在は、他の区から講座開催の相談もあるようで、

今後の取り組みに期待されます。 

 


